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潔

昭
刷ワ

田

中

ガ

松

田

オ

集

者

刷

任

編

責

印

1回 (昭 2年卒)～
23回 (昭24年卒 )

卒業生2,835名

1回 (明43年卒)～

39回 (昭24年卒 )

卒業生3,327名

1回 (H召 23年卒)～

65回 (平25年卒 )

卒業生28,708名

▲舞鶴港に初入港 したサンプリンセス (西港第 2ふ頭)▼

▲ >
戦後 13年間にわたり

約 66万人の引揚者と

約 1万 6千柱の遺骨を

受け入れた。
(平引揚桟橋 )

１

京

都

縦

貫

道

及

び

舞

鶴

若

狭

自

動

車

道

の
全

線

開

通

を

目

指

し

て

２
年
後
の
平
成
２７
年
春
に
京
都
縦
貫
自
動
車
道
及
び
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
京
阪
神
は
も
と
よ
り
、
中
京
圏
と
の

環
状
リ
ン
ク
の
交
通
網
が
整
い
ま
す
。
観
光
や
物
流
な
ど

「人
と

物
」
の
動
き
が
よ
リ
ス
ム
ー
ズ
で
活
発
に
奪
り
ま
す
。
ま
た
、
大

型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
が
増
加
し
、
海
か
ら
の
観
光
客
も
増
加

の

一
途
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
着
地
型

観
光
を
中
心
と
し
た
交
流
人
□
の
増
加
や
ま
ち
の
発
展
へ
の
き

っ

か
け
と
む
る
こ
と
が
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２

ク

ル
ー

ズ
客

船

の
京

都

舞
鶴

港

入
港

本
年
５
月
に
は
、
大
型
豪
華
客
船

「
サ
ン

・
プ
リ
ン
セ
ス
」

（７
万
７
千
ト
ン

同
２
０
２
２
名
）
が
初
寄
港
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
に
も
同
船
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
６
月
　
９
月
に
は

「
コ
ス
タ
　
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
」

（７６
千
ト
ン
、
同
１
、
９
２
８

名
）
が
初
寄
港
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
７
月
３‐
日
か
ら
８
月
２
日
に

は
、
舞
鶴
港
発
着
の

「ば
し
ふ
い
っ
く
び
い
な
す
」

（２
万
６
５
４
９

ト
ン
、
同
６
２
０
名
）
の
隠
岐
の
島
ク
ル
ー
ズ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
舞
鶴
港
振
興
会
　
奮
０
７
７
３
１
７
５
‥
７
１
８
４
）

３

引

揚

記

念

館

資

料

の

ユ
ネ

ス

コ
世

界

記

憶

遺

産

登

録

へ
の
取

組

舞
鶴
市
は
戦
後
１３
年
間
に
わ
た
り
、
大
陸
、
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
の

引
揚
者
を
温
か
く
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
の
中
、
舞
鶴

市
民
は
自
ら
の
苦
し
い
生
活
を
顧
み
ず
、
引
揚
者
の
出
迎
え
に
湯

茶
接
待
や
慰
間
に
と
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
揚
げ
ら

れ
た
方
々
の
新
た
な
出
発
の
地
と
な

っ
た
の
が
こ
こ

「舞
鶴
」
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
引
き
揚
げ
の
史
実
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
む

く
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
平
和
の
尊
さ
を
発
信
す
る
こ
と
が
、
今
の

私
達
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
舞
鶴
市
で
は
、
引
揚
記
念
館
所
蔵
品
を
貴
重
む

歴
史
資
産
と
し
て
平
成
２６
年
３
月
の

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺

産
」
へ
の
登
録
申
請
に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
揚
げ
の
史
実
と
先
人
の
思
い
や
り
の

「
精
神
」
を
舞
鶴

市
民
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぎ
、
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
舞
鶴
引
揚
記
念
館
資
料
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
応

援
す
る
会
」
が
自
治
連
　
区
長
連
絡
協
議
会
や
舞
鶴
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
引
揚
語
り
の
会
、
舞
鶴

ユ
ネ
ス
コ
協
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ガ
バ
ナ
ン
ス
舞
鶴
を
発
起
人
と
し
て
本
年
３
月
に
発
足

し
、
現
在
、
署
名
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
舞
鶴
に
縁
の
あ
る

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（お
問
い
合
わ
せ
ば
　
舞
鶴
引
握
記
念
館
　
一
〇
７
７
３
１
６
８
１
０
８
３
６
）
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が
」

本
年

の
５
月

２７
日
に
舞
鶴
市

は
市
制

７０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

細
川
藤
孝
が
織
田
信
長
か
ら
丹
後

国
を
賜

っ
た
の
が
天
正
８
年

（
一
五

人
〇
年
）

の
こ
と
で
丹
後
支
配
の
根

城
を
宮
津

に
築
城
し
ま
し
た
。
天
正

１０
年
６
月
２
日
に
明
智
光
秀
が
織
田

信
長
を
討

つ
本
能
寺

の
変

が
起

こ

り
、
光
秀
の
誘

い
に
応
じ
ず
剃
髪
し

幽
斎
玄
旨
と
号
し
、
息
子
忠
興
に
代

を
譲
り
隠
居
し
田
辺
城
に
移
り
ま
し

た
。田

辺
城
は
天
正
１９
年
に
は
完
成
と

言

い
ま
す
か
ら
築
城
は
７
年
ほ
ど
か

か

っ
て
い
ま
す
。
慶
長
５
年

（
一
六

〇
〇
年
）

９
月
関

ヶ
原

の
合
戦

の

の
強

い
要
請
も
あ
り
昭
和
１８
年
に
両

市
が
合
併
し
、
市
制
７０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

明
治

３４
年
に
舞
鶴
鎮
守
府
が
開
庁

し
て
初
代
長
官
、
東
郷
平
八
郎
中
将

が
赴
任
さ
れ
て
よ
り

一
一
三
年
、
大

正
２
年
に
大
森
海
岸
築
港
さ
れ
て
よ

り

一
〇
〇
年
、
今

「海

の
京
都
」
国

際
港
、
京
都
舞
鶴
港
と
し
て
大
き
く

世
界
に
門
戸
を
広
げ
、
本
年
は
超
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
の
来
港
が
目
白
押
し

で
す
。

平
成
２
年
、
竹
下
内
閣
の

「
ふ
る

さ
と
創
成
資
金
１
億
円
」
で
田
辺
城

城
門
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
翌
年
、
田
辺
城
籠
城
と
古
今
伝

授
を
テ
ー

マ
に

「舞
鶴
細
川
幽
斎
田

辺
城
ま

つ
り
」
を
実
施
し
、
５
月
の

最
終
土
日
に
西
地
区

の
祭
り
と
し
て

継
承
し
２２
年
続

い
て
い
ま
す
。
舞
鶴

の
近
世

の
基
礎
を
築

い
た
幽
斎
さ
ん

と
東
郷
さ
ん
の
二
人
は
大
き
な
足
跡

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
舞
鶴
の
大

き
な
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

平
成
２６
年
度
に
は
京
都
縦
貫
自
動

た
の
で
、
本
年
か
ら
２
年
間
を
か
け

本
館
と
生
徒
の
学
ん
で
い
ま
す
校
舎

に
つ
き
ま
し
て
は
、
耐
震
工
事
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
後
に

は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
さ
れ
、
学
習
環

境
も
改
善
さ
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
全
日
制
は
、
普
通
科
六
ク

ラ
ス
、
理
数
探
究
科

一
ク
ラ
ス
の

一

学
年
計
七
ク
ラ
ス
、
全
校
二
十

一
ク

ラ
ス
の
生
徒
数
八
百
三
十
名
を
数
え

る
学
校
規
模
と
な
り
、
府
北
部
の
中

核
校
と
し
て
ま
す
ま
す
そ
の
存
在
感

を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通

信
制
で
は
、
二
百
名
を
越
え
る
生
徒

が
在
籍
し
、
自
学
自
習
と

い
う
学
習

形
態
の
中
で
、
仕
事
や
家
庭
と
の
両

立
を
図
り
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格

取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

車
道
が
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
を

「
ガ

ラ
シ
ャ
ロ
ー
ド
」
と
名
付
け
、
細
川

幽
斎
、
細
川
忠
興
、
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
、

明
智
光
秀
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

に
と
関
連
す
る
、
京
丹
後
市
、
宮
津

市

、
舞
鶴
市

、
綾
部
市

、
福
知
山

市
、
亀
岡
市
、
長
岡
京
市
と
大
山
崎

町
の
７
市
１
町
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
京

都
府
全
体
の
観
光
振
興
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
舞

鶴
で
も
市
民
の
賛
同
署
名
が
始
ま
り

ま
し
た
。

本
校
は
そ
の
前
身
、
加
佐
郡
立
高

等
女
学
校
創
立
よ
り

一
〇
六
年
、
京

都
府
立
舞
鶴
中
学
校
創
立
よ
り

９．

年
、
戦
後
の
学
制
改
革
を
経
て
昭
和

２３
年

１０
月
に
京
都
府
立
西
舞
鶴
高
等

学
校
と
な
り
舞
女
、
舞
中
が
併
合
さ

れ
て
よ
り
６５
年
に
な
り
ま
す
。

２
年
前
か
ら
公
立
高
校

の
通
学
区

域
も
中
丹
教
育
局
管
内
は
自
由
と
な

り
、
学
力

・
能
力
に
合

っ
た
学
校
を

そ
の
特
色
に
よ

っ
て
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
課
外
活
動
に
お

い
て
は
、
部

活
動
に
、
生
徒
会
活
動
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
と
様
々
な
機
会
を
と

ら
え

て
頑
張

っ
て

い
ま
す
。
昨
年

度
、
全
日
制
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

体
操
、
将
棋
部
が
全
国
大
会
に
出
場

し
、
他
の
部
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

柔
道
、
水
泳
部
が
近
畿
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
ま
た
、
吹
奏
楽
部
は
八

十
名
の
大
所
帯
と
な
り
府
大
会
に
お

い
て
銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
通
信

制
で
は
、
卓
球
部
が
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
多
く
の
部
の

活
躍
に
刺
激
さ
れ
、
後
輩
達
も
先
輩

に
負
け
な
い
成
果
を
目
指
し
て
、
奮

闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

政
治

。
経
済
や
景
気
の
状
況
に
つ

き
ま

し
て
は
不
透
明
な
状
況
が
続

き
、
今
年
度
の
高
校
生
の
雇
用
状
況

西
舞
鶴
高
等
学
校
は
平
成
１８
年
に

特
進

コ
ー
ス

「理
数
探
究
科
」
が
創

設
さ
れ
て
か
ら
は
特
に
生
徒
の
資
質

と
学
力
が
高
く
、
京
都
府
北
部
で
は

入
学
難
関
校
と
な
り
ま
し
た
。
保
護

者
や
地
域

で
も
そ
の
評
価
は
高
く
、

入
学
を
希
望
す
る
中
学
生
は
多
々
い

る
わ
け
で
す
が
、
な
か
な
か
校
門
を

潜
る
こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
入
学
生
の
内
西
舞
鶴

在
住
の
生
徒
は
お
お
よ
そ
５５
％
、
以

外
の
通
学
生
が
４５
％
の
割
合
だ
そ
う

で
す
。

舞
中
、
舞
女
の
伝
統
と
自
負
が
蘇

っ
て
い
る
よ
う
で
同
窓
生
と
し
て
も

誇
り
に
思

い
ま
す
。
母
校
も
舞
鶴
も

前
途
洋
々
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
歴
代
校
長
先
生
を
は
じ
め

教
職
員
の
皆
さ
ん
の
本
校
に
お
け
る

教
育
と
生
徒
指
導
に
対
す
る
た
ゆ
ま

ぬ
熱
意
と
御
尽
力
に
深
甚
の
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

も
昨
年
に
続
き
厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、
皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
就
職
希
望
者
は
全
員
が
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
進
学
に
つ
き
ま
し
て

も
、
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
て
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
教
職
員

一

同
、
同
窓
会
の
皆
様
を
始
め
、
地
域

の
皆
様

の
お
力
も
お
借
り
し
な
が

ら
、
全
日
制
と
通
信
制
課
程
そ
れ
ぞ

れ
が
、
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る

学
校
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
双
鶴
同

窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
方

の
御
健
勝

・
御
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い

た
し
ま
す
。

ご

あ

い

さ

つ

向
暑
の
候
、

双
鶴
同
窓
会

の

皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
に

て
御
活
躍
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
は

管
理
職
の
人
事
異
動
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
で
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
ま
し
て

宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

西
舞
鶴
高
校
に
は
皆
様
方
の
思

い

ξ拶
踏

歴
史
と

ま
え
　
母
校
も
舞
鶴
も
　
一削
途
洋
々

双
鶴
同
窓
会
会
長
　
士
田

一房

夫

時
、
ご
存
じ
田
辺
城
籠
城
と
な
り
ま

す
。
古
今
伝
授

の
お
話
し
で
す
。

幽
斎
さ
ん
は
慶
長

１５
年
８
月
２．
日

７７
歳

で
没

し
四
七
九
年

に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
京
極
家
３
代
、
牧
野
家

１０
代
を
経
て
江
戸
幕
府
が
倒
壊
し
、

明
治
新
政
府

の
も
と
廃
城
と
な
り
ま

す
。昭

和
１３
年
８
月
１
日
城
下
町
と
商

港
の
西
地
区

の
舞
鶴
市
と
、
軍
港
を

有
す
る
東
舞
鶴
市
が
同
時
に
誕
生
し

ま
し
た
。
緊
迫
化
す
る
国
際
情
勢
を

踏
ま
え
、
大
正

１２
年
に
閉
庁
し
た
舞

鶴
鎮
守
府
が
昭
和

１４
年
に
復
活
し
軍

事
施
設
が
拡
充
さ
れ
る
中
、
昭
和
１６

年

１２
月

８
日
太
平
洋
戦
争

が
勃
発

し
、
国
防
が
最
優
先
さ
れ
西
港
の
施

設
も
軍
用
化
さ
れ
て
、
舞
鶴
鎮
守
府

賢

福

井

秀

之

出

の
建
物
が
、
今
も
多
く
残

っ
て
い

ま
す
。　
一
番
歴
史
が
あ
り
ま
す
の
が

旧
制
中
学
校

か
ら
続
く
格
技
場
、
続

い
て
昭
和
二
十
五
年

（新
制
三
回
卒

業
の
年
）
建
設
の
木
造

の
体
育
館
、

本
館
が
昭
和
三
十
六
年

（新
制
十
三

回
卒
）
そ
の
後
校
舎
も
増
築
さ
れ
、

新

し

い
体
育
館

が
昭
和

四
十

一
年

（新
制
十
八
回
卒
）
の
建
設
で
ご
ざ

い
ま
す
。
鉄
筋

の
校
合
や
体
育
館
が

建

っ
た
の
は
、
京
都
府
北
部
で
は
西

高
が
最
初
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

分
、
校
舎
も
だ

い
ぶ
古
く
な
り
ま
し
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平
成
二十
四
年
度
　
松而

〓^
一聞
囲
沖任
一

平
成
二
十
四
年
度
評
議
員
会
が

六
月
九
日
に
、
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

約
百
三
十
七
名
が
参
加
し
、
事
業

報
告

。
会
計
報
告

・
監
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
後
に
、
多
々
見
良
三

舞
鶴
市
長
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

双鶴 同窓会告支部役員

【東京支部】
明  (日召36定 )

二 (昭48高 )

「事務局」 〒16∝Юll

東京都新宿区若葉3-4(澤田 )

【京都 支 部 】  TEL/FAX 03-3353-7165(自
)

支 部 長 小 田 彬 人 (日召27高 )

事務局長 宗  方  嘉  浩 (昭28高 )

「事務局」 〒611{Ю22

京都府宇治市自川鍋倉山14-1-5103(宗方 )

TE■/FAX 0774-28-1507(自 )

【阪神支部】
支 部 長 福 田 徹 士 (日召33高 )

「事務局」 〒66a118
川西市清和台西5-2-72(福田 )

TEL/FAX 072-799-3735(自 )

◎定時制の会 会長 植  村  英  人 (昭 27定)本部・理事

◎通信制の会 会長 岩  田    護 (平 9高 )本部・理事

双鶴 同窓会本部役員

文

謙
口

田

山

澤

長

長部
鯛

支

事

長

長〈́

△広
司副

南   房 夫 (昭 32高 )

戸 祭   武 (昭 22中 )

飯 尾 幸 子 (日召17女 )

大 瀧 隆 信 (昭 37高 )

藤 岡 由 美 (日召40高 )

内 藤 行 雄 (口召41高 )

小 西 正 純 (日召45高 )

林 田 光 弘 (日召40高 )

斉 藤 友 幸 (日召43高 )

中 西   毅 (昭 49高 )

松 田   潔 (昭 56高 )

竹 田 友 子 (日召63高 )

高 井 奈 都 (平10高 )

フ雪 本l 用ロ リに(口召48F等 )

藤 田 伊 佐 雄 (昭 25高 )

田 中 俊 樹 (日召36高 )

福 井 秀 之

塩 尻   徹

山 下 博 史

竹 本l尚 行 (昭 47高 )

金 村 九 二 夫 (昭 26高 )

野 村 美 由 紀 (昭 55高 )

土 師 千 穂 (日召62高 )

岡 本   健 (平 9高 )

全 日制副校長

通信制副校長

事  務  長

第 7代 会 長

理 事 長

副理事長

庶務理事

会計理事

監  査

顧   間

F___三 二 __~~

戚lね機口患象

０
「
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計 報告

平成24年度一般会計報告書
(平成24年 5月 1日 ～平成25年 4月 30日 )

I.収入の部 ¥嗣 つ 79,823円

皿.残高の部 ¥3,326,930円 (次年度へ繰越)

平成24年度特別会計報告書
(平成24年 5月 1日 ～平成25年 4月 30日 )

I.収入の部 ¥6,761,584円

双鶴 同窓 〈
〓

〈
〓

平成24年度 事 業 報 告

平成24年

4月 27日 (金)第 1回本部役員会

6月 4日

6月 9日

7月 1日 (日 )

11月 3日 (土 )

(1)理事会

(2)評議員会

(3)記念講演

(4)懇親会

於 双鶴会館

(1)平成24年度双鶴同窓会役員について

(2)総会に関わる評議員会について

(3)平成23年度仮決算報告について

(4)会報発行の進捗状況について

(5)各部会より

(月 )第 2回本部役員会 於 双鶴会館

(1)総会に関わる評議員会について

(2)平成23年度決算報告について

(土)同窓会報「双鶴」第36号発刊 (一般会員向け)

平成24年度理事会・評議員会開催

於 舞鶴グランドホテル

44名

137名

舞鶴市長 多々見良三 氏

101名

双鶴同窓会京都支部総会開催

南 房夫会長以下 4名 が出席

於 ホテルグランビア京都

双鶴同窓会東京支部総会開催

南 房夫会長以下 4名 が出席

於 新宿京王プラザホテル

高校 34回生卒業 30周年記念同窓会

南 房夫同窓会長が出席

於 舞鶴グランドホ刀レ

3月 1日 (金)同窓会報「双鶴」第37号発刊 (卒業生向け)

水

年

日
薦
月

平

‐

１

，

“

３

Ⅱ.支出の部 ¥ 0円

Ⅲ。残高の部 ¥6,761,584

以上、報告 します。

平成25年 6月 1

(次年度へ繰越)

日

双鶴同窓会会長

″  理事長

″  会 計

雄

樹

佐伊

俊

田

中

夫

弘

夫

房

光

和

田

村

南

林

西

項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 3,142,976

入 会 金 1,228,000 @4,000× 307名 (全 日制274名 、通信制33名 )

記念誌等売上 13,500 名簿 (3冊)売上金

寄 付 金 425,000 轟撃基塁肇竜豊た樫Ψ『 評百田氏)1%3認日
雑 収 入 70,412 普通預金利息 412円 祝儀 70,000円

合  計 4,879,888

Ⅱ.支出の部 ¥1,552,958円

項  目 決算額 摘 要

事 業 費 904,748 総会諸費用、各部会補助

会 議 費 50,000 会報編集会議

支部関係費 148,600 東京・京都支部総会祝儀、旅費

通信交通費 99,270 会議案内用切手等

事 務 局 費 36,840 消耗品費・祝儀

特別会計へ繰入 313,500 看層露上
3Υ

:だ 88目 を特別会計へ振替

雑 支 出 0

合  計 1,552,958

項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 6,446,841 4
繰 入 金 300,000 高校2回卒業生より

13,500 名簿売上げ収入より

雑 収 入 1,243 預金利泊、

合  計 6,761,584

会 計 監 査 報 告

監査実施年月日

実 施 場 所

監 査 の 対 象

上記のとおり監査を行った結果、帳簿、証拠書類、

保管預金ともに正確に処理されており、適正であった

ことを報告しま現

平成25年 6月 8日

双鶴同窓会長 様

双鶴同窓会

会計監査  藤
″    田

平成25年 5月 22日 (水 )

京都府立西舞鶴高等学校

平成24年度双鶴同窓会会計

に係わる会計帳簿、収入 。

支出証拠書類および保管す

る預金に関すること
項  目 決算額 摘 要

支出なし

合  計 0
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Jθ燿 年の乾杯 〃
第34回卒業生

平
成
２５
年
１
月
２
日
、
昭
和
５７
年
卒
業
生
の
３０
周
年
記
念

同
窓
会
を
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
に
は
、
南
房
夫
同
窓
会
長
様
や
福
井
秀
之
校
長
様
、
福

田
徹
士
阪
神
支
部
長
様
を
は
じ
め
、
７
名
の
恩
師
の
先
生
方

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
同
窓
生
１７７
名
が
集
う
中
、
大
盛
会
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

当
日
は
、
受
付
か
ら
、
「久
し
ぶ
り
や
な
ぁ
」
「元
気
や
っ

た
か
？
」
な
ど
の
第

一
声
が
飛
び
交
い
、
ず
い
ぶ
ん
と
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
も
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数

十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
の
に
多
く
の
時
間
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
二
次
会
で
は
女
性
陣
に
よ
る
歌
と
フ
ラ
ダ

ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
や
は
り
、
同
級
生
は
い
い
も
の
で
す
。
こ
の
同
窓
会

を
機
に
、
同
級
生
の
絆
が
、
あ
ら
た
め
て

一
層
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

終
わ
り
に
、
私
た
ち
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

・
環
境

の
な
か
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
同
窓
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
、

実
行
委
員
、
ク
ラ
ス
委
員
を
は
じ
め
、
西
舞
鶴
高
校
な
ど
関

係
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
四
回
卒
業
生

三
十
周
年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
長
　
百
田
孝
男

く

１
組

く

２
組

く

１０
組

く

１１
組いた

薫 30周 年 記 念用 年
=こ

念 r_Dな 会
=  ´ f―

―

二 r _ド
=

口
　

ヽ

い

「
”　　̈
　・（

年記 念百憲会

∵・▲げ
だ

枠r

●

●

　

　

Ｑ

一

検

　

　

　

。

戚

年
　
　
げ
預

，
　
Ｖ
ハ

窓
『

）Ｌ

Ｉ

．

封
 ヽ  1

t合 同 恣 会  |
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己念同窓会開催

再
会
を
約
束
し
て
！

来
年
に
は
全
員
が
古
稀
を
迎
え
る
年
齢
と
な

っ
た
昭
和
三
十
七
年
二
月
卒
業
、
高
十

四
回
生
の
私
た
ち
は
昨
年
九
月
十
二
日
、
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
記
念
同
窓
会
を
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま

っ
た
同
窓
生

一

来
始
め
て
の
参
加
と
い
う
友
も

一

と
と
き
を
す
ご
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
校
歌
を
斉
唱
、
京
都
市
内
と
い
う
こ
と
か
ら
舞
妓
さ
ん
二
人
の
踊
り

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な

っ
た
華
や
か
な
会
場
、
小
西
実
行
委
員
長
の
挨
拶
は
、
同
窓
会

に
相
応
し
い
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
と
キ
ョ
ウ
イ
ク
？
で
締
め
括
ら
れ
大
爆
笑
で
す
。

今
回
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
極
力
省
略
し
て
、
会
話
を
主
に
し
た
こ
と
か
ら
、
あ

っ
と
い
う
間
の
二
時
間
と
な
り
、
部
屋
を
移
し
て
の
二
次
会
も
話
が
尽
き
な
い
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

夕
日
が
照
ら
す
ホ
テ
ル
の
玄
関
で
、
舞
鶴

へ
帰
る
貸
切
バ
ス
を
見
送
る
友
、
窓
か
ら

手
を
振
る
友
は
、
互
い
に
、
元
気
で
ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
二
日

高
校
第
十
四
回
生

西
高
三
七
会
事
務
局
　
田
中
　
責

三
人
名
、
舞
鶴
市
を
離
れ
て
の
集
い
に
は
、
卒
業
以

四
名
あ
り
、
懐
か
し
さ
も

一
層
増
し
た
、
楽
し
い
ひ

く

２
組

く

３
組

く

７
組

卒業50周年言 高14回生

く

１
組

く

４
組

く

８
組

く
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一口
同卒業50 ．土

口
．

平
成
二
十
五
年
四
月
十
三
日
、
舞
鶴
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
西
舞
鶴
高
校
第
十
五
回

（昭
和
三
十
八
年
）
卒
業
生
卒
業
五
十
周

年
記
念
同
窓
会
を
百
三
十
四
名
の
参
加
者

を
得
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
同
日
の
早

朝
、
淡
路
島
を
震
源
と
す
る
地
震
の
影
響

で
鉄
道
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
、
京
都
方
面
か
ら

の
仲
間
の
参
加
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
は
西
高
魂
を
発
揮
、
少
し
遅
れ
は
し

ま
し
た
が
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
ん
な

ハ
プ

ニ
ン
グ
も
終
わ
れ

ば
か
え

っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
同
窓
会
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
同
窓
会
は
、
西
高
を
卒
業
し
て

か
ら
五
十
年
の
節
目
で
も
あ
り
、
多
く
の

人
が
古
希
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
の
記

念
同
窓
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ
い

ろ
な
苦
労
や
悲
し
み
や
喜
び
を
乗
り
越
え

今
日
に
至

っ
た
わ
け
で
、

「
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
五
十
年
」
と
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
開

催

い
た
し
ま
し
た
。
堂
本
実
行
委
員
長

の

挨
拶
に
始
ま
り
、
遠
く
札
幌
か
ら
来
て
く

れ
た
大
垣
さ
ん
の
乾
杯

の
発
声
に
よ
り
、

宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
紹
介

の

折
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
横
の
大
型

ス
ク
リ

ー
ン
に
卒
業
時

の
ク
ラ
ス
写
真
等
を
映
し

だ
し
、
五
十
年

の
時

の
長
さ
を
実
感
。
カ

ラ
オ
ケ
等
余
興
時
間
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
て

し
ま

い
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
話
が
尽

き

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
二
次
会
に
と

町
に
繰
り
出
し
、
夜
更
け
ま
で
楽
し
い

一

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

何
か
と
お
世
話

い
た
だ

い
た
実
行
委
員

会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
第
十
五
回
生
　
齋
藤
裕
靖

く

１
組

２
組

く

３
組

電■1高校第15回 卒業生F桑五十日年配念|

●鶴高校   卒業         く

く 躍      T菓 生卒業五十周年配:く

第15回 卒業生 卒業五十日極 く

５
組

６
組

く

７
組

８
組

ロロ高校 第15回 卒業生 千果五十日午巳念目落会

日校 第 15回 卒業

l

|

．鮨
計
ヽ
Ｉ
‐

舞
鶴
市
市
制
７。
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
５
月
１８
日
、
舞
鶴
市
総
合

文
化
会
館
に
お
い
て
、
舞
鶴
市
市

制
施
行
７０
周
年
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

７０
年
の
あ
ゆ
み
を
映
像
で
振
り

返
り
、
京
都
府
副
知
事
の
来
賓
祝

辞
、
功
績
者
表
彰
の
ほ
か
創
設
さ

れ
た

「
ま
い
づ
る
応
援
団
特
命
大

使
」
が
紹
介
さ
れ
、
舞
鶴
市
長
か

ら
、
出
席
さ
れ
た
ギ
ャ
ル
曽
根
さ

ん

へ
特
命
大
使
委
任
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
か
ら
フ
レ
ー
ズ
を

公
募
し
、
完
成
し
た

「舞
鶴
市
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
」
が
、
製
作
さ
れ

た
シ
カ
ゴ
プ
ー
ド
ル
の
メ
ン
バ
ー

と
西
舞
鶴
高
校
を
は
じ
め
、
市
内

高
等
教
育
機
関
等
の
合
唱
に
よ
り

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

舞鶴イメージソングの初披露
学生の合唱と書道パフォーマンスによる
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東

京

支

部

東

京

支

部

で
は

、
昨

年

１１
月

３
日

新

宿

京

エ
プ

ラ
ザ

ホ

テ

ル
に
於

い
て

支

部

総

会

、
懇

親

会

を

開
催

致

し
ま

し
た

。

総

会

に
は

、
母

校

、
本

部

、

京

都

・
阪
神

支

部

、
東

舞

鶴

高

校

関

東

支

部

、
京

都

府

東

京

事

務

所

長

等

多

数

の
ご

来

賓

の
ご

臨

席

を

賜

り

、

「
新

し

い
出

会

い
、
懐

か

し

い
出

会

い
」

を

テ
ー

マ
に
総
勢

１００
名

の
ご

参

加

を

得

て
盛

大

に
開
催

す

る

こ
と

が

で
き
ま

し
た
。

当

支

部

で
は

、
総

会

の
都

度

、
会

報
誌

「
い
わ

し
雲
」
を
発
刊

し
、
会
員

の
方

の
寄

稿

や

ふ
る
さ

と
舞
鶴

の
情

報

や
同
窓

の
皆
様

の
近

況
な
ど
を

お

伝

え
し
、
皆

さ

ん
に
大
変
喜

ん

で
頂

い
て

お

り

ま

す

。

今

回

第

１４
号

で

は
、
多

々
見
良

二
舞
鶴
市
長

、
砂
原

由
明
舞
鶴
市

観
光

ま
ち
づ
く
り
室
長

（現
、
産

業
振

興
部
長
）
よ
り
寄
稿

い
た
だ
き
舞
鶴

の
頑
張

っ
て

い
る
近

況
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

今
回

の
総
会

後

の
懇
親
会

で
は
、

新

し

い
試

み

で
松
葉

ガ

ニ
や
舞
鶴

グ

ラ
ン
ド
ホ

テ

ル
宿
泊
券

、
京

王
プ

ラ

ザ
ホ

テ
ル
食
事

券
を

は
じ
め
多
数

の

商
品
を
ご
用
意

し

「オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

を

行

い
ま

し
た
。
“
年
卒
業

の
本
合

君
、
坂
本
君
、
山
際

（旧
姓
原
田
）
さ

ん
の
３
名
の
司
会

で
会
場
は
、
大
変
な

熱
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
員

の
記
念
撮

影
も
行

い
お
帰
り

の

際
、
お
土
産
と

一
緒
に
お
渡
し
致
し
ま

し
た
。
常
に
、
新
し
い
こ
と
を
考
え
、

会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
幹

事
及
び
サ
ポ
ー
ト
頂

い
て
い
る
方
々
の

ご
提
案
か
ら
実
現
し
て
い
く
体
制
が
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
総
会
に
参
加
し
て

良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
東
京

支
部
に
今
後
も
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
舞
鶴
市
観
光
商
業
課
、
舞
鶴

観
光
協
会
に
よ
り
東
京
で
行
わ
れ
ま
す

イ

ベ

ン

ト

に

は

、

「
舞

鶴

サ

ポ

ー

タ
ー
」
と
し
て
、
当
支
部
会
員
の
皆
様

に
案
内
を
差
し
上
げ
、
ご
協
力
を

い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
東
京
支
部

へ
の
ご
支
援

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

⌒事
務
局
長

澤
田
謙

二
）

∴

阪

神

支

部

今

年

は

２
年

に

一
度

の
総

会

開
催

年

で
す

。
故

郷

舞
鶴

や
同
窓

生

と

の

絆

を

深

め

る
場

に

し
た

い
と
考

え

て

い
ま
す
。
概
要

は
次

の
通
り

で
す
。

日
時

　

十

一
月
十

日

（
日
）

十

一

時
半

～
十
五
時

場
所
　
大
阪
弥
生
会
館

講
演
　
舞
鶴
市

の
取
り
組
み

（演
題
未
定
）

講
師
　
多

々
見
良
三
舞
鶴
市
長

今

回

は
発

展

を

続

け

る
舞

鶴

の
将

来

を

市

長

自

ら
語

っ
て
戴

き

、
市

長

と
も

懇

親

が
出

来

れ
ば

と
思

っ
て

い

ま
す

。
市

長

は

「
住

ん

で
よ

し
、
働

い
て
よ

し
、
訪

れ

て
よ

し
」

と

い
う

舞

鶴

市

に

し
よ

う

と
活
躍

さ
れ

て

い

ま
す

。
多

く

の
参

加
者

を

期

待

し

て

い
ま
す
。

今

、
同

窓
会

が
若

い
人

た

ち

に
引

継

が
れ

て

い
く

姿

が
見

え

て

い
ま

せ

ん

。

当

支

部

も
若

い
人

た
ち

に
魅

力

あ

る
同
窓

会

に

し
よ

う

と
若

い
評

議

員

と
検

討

を

続

け

て

い
ま
す

。
形

式

的

な
総

会

を
出

来

る
だ

け
簡

素

に
、

服

装

も

例

え

ば

、

ノ

ー

ネ

ク

タ

イ

で
、

と
気
楽

に
参

加

で
き

る
よ

う

に

考

え

て

い
ま
す

。

又

ミ

ニ
同

期

会

が

当

総

会

会

場

で
生

ま
れ

、

そ

の
後

先

輩

、
後

輩

と
同
窓

の
絆

を

強

め

る
場

に
発

展

し

て

い
け
ば

と
考

え

て

い
ま

す

。

そ

の
為

に
は
年

次

の
評
議

員

の

働

き

が
重
要

で
す

。
手
弁

当

で
大

変

ご

苦

労

な

の

で
す

が

、
何

と

か

し
よ

う

と

い
う
気
概

が

な

け

れ
ば

、
舞
鶴

で
育

て
ら
れ

た

恩
返

し

に

は
な

り
ま

せ
ん
。

阪
神

地
区

で
西

舞

鶴

高

校

卒

業

生

が
活
躍

し

て

い
る
姿

を

見

た

い
、
知

り

た

い
、

そ
れ

が
双
鶴

同

窓

会

阪
神

支

部

の
存

在

価

値

と

考

え

て

い
ま

す

。
皆
様

の
ご

支

援

を

お
願

い
し
ま

す
。　
　
　
　
⌒支
部
長

福
田
徹
士
）

∴

京

都

支

部

昨

年

七
月

二
四

日

、
郷

土

の
大

先

輩

で
京

都
大

学

第

一
九
代

総

長

の
岡

本

道

雄

先

生

が

九

人
歳

で
逝

去

さ

れ

た

こ
と

は

、
会

員

諸

氏

の
ご

記
憶

に

新

し

い
こ
と

と

思

い
ま

す

。

そ

の
後

の
九
月

一
七

日

、
京

都

大

学

百
周
年

記
念

ホ

ー

ル
で
執

り
行

わ

れ

た

「
岡

本

道

雄

先

生

お
別

れ

の
会

」

に
、
双

鶴

同
窓

会

南

房

夫

会

長

・
大

滝

隆

信

副

会

長

・
小

田
彬

人
京

都

支

部

長

と

も

ど

も
参

列

し

、
先

生

と

お

別

れ

し

て
参

り
ま

し
た

。
先

生

に
は
京

都

支

部

だ

よ

り

『
洛

風
』

（平

成

二
四
年

六
月

号
）

に

「
後

輩

諸

氏

に
与

う
」

と

い
う

、
先

生

の
絶

筆

と
思

わ

れ

る

一
文
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

と

こ
ろ

で
、

私

が
京

都

支

部

の
事

務

局
を

を

お
預

か
り

し

て

二
年

半

に

な

り

ま
す

。

そ

の
間

、
同
窓

会

の
運

営

側

に
立

っ
て
、
年

齢

を

超

え
た

同

窓

会

と

い
う

「
権

利

能

力

な

き

団

体
」

の
活

動

に

つ

い
て
改

め

て
考

え

さ

せ

ら
れ

ま

し
た

。

参

加

会

員

数

の

減

少

と
財

源

の
確

保

に
苦

心

し

て

い

る
か
ら
で
す
。
同
窓
会
を
支
え
て
い
く

エ
ネ

ル
ギ

ー
は
何

で
し
ょ
う
か
。
や
は

り
、
同
窓
会

の
元
気
回
復
は
多
く

の
会

員

の
積
極
的
な
同
窓
会

へ
の
参
加
に
尽

き
ま
す
。

私

の
属
す

る
昭
和

二
十
八
年
高
校
第

五
回
卒
業

の
同
期
会
は
、
会
員

の
加
齢

に
伴
う
数
年
前

の
解
散
を
機
に
、
同
窓

会

に
合
わ

せ
て
同
期
が
集
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
周
知
不
足
と
は

い
え
、
京
都

・
東
京
各
支
部
同
窓
会

に

そ
れ

ぞ
れ

十

名

前
後

の
同
期

が
参

集

し
、
同
窓
会
と
同
期
会
を
併
せ
堪
能

し

た
の
で
し
た
。

こ
の
経
験

か
ら
会
員
諸

氏
は
、
各
学
年

に
お

い
て
同
窓
会
を
同

期
会

の
場
と
し
て
も
活
用
し
、
同
窓
会

参
加
増

に

つ
な

い
で
い
く

の
が
よ

い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

京
都
支
部

で
は
、
昨
年

の
規
約
改
正

に
伴

い
、
北
陸

。
東
海
各
三
県
計
六
県

に
も
次
回

の
総
会

・
懇
親
会
案
内

の
準

備
を
し
て

い
ま
す
。

平
成

二
十
六
年
京
都
支
部
総
会

・
懇

親
会
を
、
次

の
よ
う
に
開
催

い
た
し
ま

す
。日

時
　
平
成

二
十
六
年
七
月
十
二
日

（日
Ｉ

一
時

三
〇
分

～

一
四

時
三
〇
分

会
場
　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

「
竹
取

の
間
」

（
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
構
内
）

⌒事
務
局
長
　
宗
方
嘉
浩
）
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∴

定
時
制
の
会

今
回
も
定
時
制
同
窓
会
行
事
等
の
動

き
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
中
に
は
、
第
六
回
総
会
を
開
催

す
る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
諸
般
の
事

情
で
成
り
行
き
に
任
せ
ま
す
。

今
年
も
気
象
に
異
常
が
あ
り
気
温
の

差
が
激
し
く
櫻
も

「
ア
ッ
ト
」
言
う
間

に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
で
は
尖
閣
諸
島
や
竹
島
の
間

題
に
加
え
ア
メ
リ
カ
で
は
ボ
ス
ト
ン
マ

ラ
ソ
ン
ゴ
ー
ル
前
で
の
爆
破
テ
ロ
事
件

が
発
生
し
た
り
、
近
く
で
は
地
震
や
津

波
や
土
砂
崩
落
や
原
発
３。
ｋｍ
圏
内
等
。

何
時

・
何
処
で
何
が
起
き
る
か
楽
観
で

き
な
く
、
舞
鶴
に
は
海
上
自
衛
隊
や
海

上
保
安
本
部
の
基
地
も
あ
る
の
で
、
お

互

い
に
対
策

・
措
置
を
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
や

っ
て
来
ま

し
た
。

⌒定
時
制
の
会
　
植
村
英
人
）

点

通
信
制
の
会

新

し

い
年
度
を
迎

え
て
、
通
信
制

で

は

二
十

四
名

の
生
徒
が
、
高
校
卒
業

の

資
格
取
得
を
目
指

し
て
、
入
学
さ
れ
ま

し
た
。
自
学
自
習
と

い
う
厳

し

い
学
習

形
態

の
中

で
仕
事

や
家
庭

と

の
両
立
を

図
り
な
が
ら
、
卒
業

に
向
け

し

っ
か
り

学

習

し

て

い
た

だ

き

た

い
と

思

い
ま

す

。
多
く

の
同
窓
生
が
応
援

し
て

い
ま

す
。
頑
張

っ
て
下
さ

い
。

二
月

一
日
の
卒
業
式

に
は
、
二
十
人

名

の
生
徒

が
喜
び

と
と
も
に
、
新
た
な

旅
立
ち

の
時
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
全

体

の
卒
業
式

の
後

、
改

め
て
通
信
制

の

教
室

で
校
長
先
生

か
ら
卒
業
証
書
及
び

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

双
鶴
同
窓
会
通
信
制

の
会

で
は
、
二

年

に

一
度

同
窓

会

を

開
催

し

て

い
ま

す
。
昨
年

八
月

二
十
六
日
に
舞
鶴

グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
、
同
窓
会
長
様

は
じ

め
校
長
先
生

・
副
校
長
先
生

。
恩
師

の

先
生
方

の
御
出
席
を
賜
り
同
窓
会

（総

会

・
懇
親
会
）
を
行

い
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
事
業
報
告

や
会
計
報
告
、
会
則

の
改
正
な
ど
議
案

が
承
認
さ
れ
、
総
会

後

の
懇
親
会

で
は
、

懐

か
し

い
先
生
方

や
同
窓
生

の
方

々
と
、
楽

し
く
語
り
合

え
、
と
て
も
有
意
義

な

一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

秋

に
開
催

さ
れ
た
通
信
制

の
文
化
祭

「彩
雪
祭
」

に
は
、
同
窓
生

の
参
加
や

作
品
展
示
が
、
近
年
少
な
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。

来
年

は
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
後
共

、
双
鶴
同
窓
会
通
信
制

の
会

の

活
動

に
ご
支
援

、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ

う
よ

ろ

し
く

お

願

い
申

し
上

げ

ま

す
。

⌒通
信
制

の
会
　
山石
田
護
）
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東
京
神
田
で
期
間
限
定

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ツ
プ
＆

レ
ス
ト
ラ
ン
開
設

東
京
神
田
に
あ
る
全
国
う
ま
い

も
の
交
流
サ
ロ
ン

「な
み
へ
い
」

に
お
い
て
、
本
年
３
月
の
１
カ
月

間
舞
鶴
の
食
材
を
利
用
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
を
開
設
、
ま
た
５
月
末
ま

で
の
３
カ
月
間
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
開
設
し
ま
し
た
。
舞
鶴
か
ま

ぼ
こ
は
も
ち
ろ
ん
、
ち
く
わ
、
て

ん
ぷ
ら
な
ど
の
地
元
練
り
製
品
や

佐
波
賀
だ
い
こ
ん
を
使
っ
た
舞
鶴

お
で
ん
、
鯖
の
へ
し
こ
等
、
舞
鶴

な
ら
で
は
の
旬
の
食
材
を
楽
し
ん

む
コ
ー
ス
料
理
と
し
て
、
六
〇
〇

食
を
越
え
る
食
数
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

「舞
鶴
」
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た
な

発
信
方
法
と
し
て
活
用
さ
れ
、
多

く
の
舞
鶴
出
身
者
、
ゆ
か
り
の
あ

る
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
舞
鶴
出
身
者
の
方
々
の
ふ

る
さ
と
舞
鶴
を
愛
し
、
懐
か
し
む

心
の
繋
が
り
を
感
じ
る
事
業
で
あ

り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
舞
鶴

を
愛
す
る
多

く
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま

す
。

（お
問
い
合
わ
せ
は
、
舞
鶴
市
観

光
商
業
課
。

８
〇
七
七
三
Ｉ
六
六
‥
一〇
二
四
）
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*第 64回両丹総体= 男子 3位 女子 2位

*サ ッカー= 京都高校サッカー選手権大会

男子 2回戦進出

*テ ニ ス = インターハイ京都府 2次予選

男子シングルス 有吉 2回戦進出

水口 2回戦進出

男子ダブルス  有吉・水口 2回戦進出

近畿高等学校テニス大会京都府予選

女子シングルス 小林 代表決定戦進出

*ソ フ トテニ ス=

全国高校総体 ソフ トテニス競技大会

男子 団体 2回戦進出

京都府高等学校ソフ トテニスインドア大会

男子 個人 井上・波多野 4回戦進出

近畿高等学校ソフトテニス選手権大会

女子 団体 Dゾーン  準優勝

京都高校ソフトテニス選抜大会

女子 団体 ベス ト8

女子 個人 左織・熊野 4回戦進出

個人 辻・猪野  4回戦進出

*バスケットボール= 京都府高校バスケットボール選手権大会

男子 準々決勝進出

*バ レーボール= 全国日本バレーボリレ高等学校選手権大会

京都府予選会

女子 ベス ト8

*硬式野球= 全国高等学校野球選手権京都大会

男子 3回戦進出

*バ ドミン トン= インターハイ京都府大会 学校対抗

ダブルス 唐澤・小谷 決勝リーグ進出

女子 シングルス 高本・り‖井 5回戦進出

ダブルス 高本・リロ本 6回戦進出

常塚。上田 5回戦進出

近畿高等学校バ ドミントン選手権大会

男子 シングルス 小谷  2回戦進出

女子 シングルス 川井  出場

ダブルス 高本・川井 ベス ト32

道= インターハイ京都府大会*倹 J

女子 団体

個人 竹内

京都高等学校剣道選手権大会

女子 個人 竹内・柴田

*体  操= 近畿高等学校体操競技選手権

女子 個人 大戸優妃奈

谷口麻莉奈

3回戦進出

2回戦進出

2回戦進出

出

テ

田
ハ
藤

・‐二　　　識
臥

″
　
　
　
　
酷
野

場

場

出

出

*水

京都府民総合体育大会

女子 個人 大戸優妃奈  出場

谷口麻莉奈  出場

京都府体操競技 。新体操新人選手権大会

女子 個人 大戸優妃奈  総合 6位

大29回全国高等学校体操競技選抜大会

女子 個人 大戸優妃奈  出場

*柔  道= 第35回京都府公立学校柔道大会

男子 団体 ベス ト4

泳= 近畿高等学校選手権水泳競技大会

女子 400mメ ドレー  森 若菜 出場

200m個人メドレー森 若菜 出場

100m背泳ぎ  山本実奈 出場

200m背泳ぎ   山本実奈 出場

京都府国公立高等学校水泳競技大会

女子 200m個人メドレー森 若菜 1位
100m背泳ぎ  森 若菜 3位
100m平泳ぎ  森 若菜 2位
100m背泳ぎ  山本実奈 1位
100m自 由形   山本実奈 1位
100mバタフライ 山本実奈 2位
100m平泳ぎ   中西志織 6位

男子 団体

女子 団体

ベス ト4

ベス ト4

インターハイ京都府大会 個人戦

男子 シングルス 唐澤   ベス ト

小谷   ベス ト

４

　

８
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導
部
長

内
田
雅
士

進 学 229名

男 女

大  学 77 64 141

短 大 4 24 28

専  門 17 43 60
る  待 ン 持 に か の  た 努 一 が で 関 で  1学 ま が た で  一

ふ
る
さ
と
納
税
～
あ
な
た
の
想
い
が
舞

鶴
を
か
え
る
～
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
寄

付
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市
で
は
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
活
用
し
、
市
外
在
住
の
本
市
出
身

の
方
や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
対

し
、
寄
附
を
通
じ
て

「舞
鶴
の
歴
史
と
文

化
を
活
か
し
た
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？
」

「ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
と
は
、
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
、
年
間
二
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
る
寄
附
を
し
た
場
合
、
所
得
税
と

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
控
除
が
行
わ
れ
ま

す
。【法

人
の
皆
様
へ
】
法
人
の
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
寄
附
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

※
法
人
が
行

っ
た
寄
附
は

「ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
に
基
づ
く
個
人
へ
の
税
控
除
の

対
象
外
で
す
が
、
法
人
税
法
上
、
地
方
自

治
体
に
対
す
る
寄
附
金
は
、
損
金
の
額
に

算
入
で
き
ま
す
。

①
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

舞
鶴
ら
し
い
皆
様
に
共
感
し
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

ま
す
。

「舞
鶴
の
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
個
性

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

１
　
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
整
備
事
業

２
　
城
下
町
の
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業

３
　
海
外
引
揚
の
歴
史
を
語
り
継
ぎ
平

和
を
発
信
す
る
事
業

具
体
的
に
寄
附
金
を
充
当
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
上
記
１
～
３
の
事
業
の
中
か
ら

市
で
決
定
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
寄
附
金
の
収
受
状
況
及
び
活
用
状
況

の
公
表
に
つ
い
て

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
の
収

受
状
況
お
よ
び
対
象
事
業
へ
の
活
用
状

況
等
に
つ
い
て
は
、
寄
付
者
の
皆
様

ヘ

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
の
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
公

表
し
て
い
ま
す
。

③
寄
付
者
へ
の
お
礼
に
つ
い
て

（市
外
在
住
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

Ａ
　
５
千
円
以
上
の
寄
附
者

市
内
公
共
施
設
の
無
料
入
場
券

（赤
れ
ん
が
博
物
館
、
引
揚
記
念
館
、

五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
）
を
贈
呈
す

る
と
と
も
に
広
報
ま
い
づ
る
及
び

市
内
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
を
１
年

間
お
送
り
し
ま
す
。

Ｂ
　
５
万
円
以
上
の
寄
附
者

舞
鶴
の
地
場
特
産
品

（万
願
寺
甘

と
う
、
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
等
）
を
贈

呈
し
ま
す
。

④
寄
付
の
申
し
込
み
方
法
等
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

舞

鶴

市

か
ら

の
お
知

ら

せ

就職 23名 (曇警馨警)

舞
鶴
市

府

　

内

府

外

公

務

員
計

男 3 0 6 10

女 7 ，

“ 1 3 13

舞鶴市 企画管理部 企画室 企画政策課
TEL(0773)66-1 042 0FAX(0773)62-5099
E… rnai::plan@post.city.maizuru.kyoto.jp
なお、以下のホームページア ドレスか らも詳 しい内容をこ覧いただけます。
http://www.city.maizuru.kyoto.jplmodulis/kikakup/index.php?content-id=840

お問 い合わせ先
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京都 府 立 西舞 鶴 高等 学 校
双 鶴 同 窓 会 会 則

第 1条 本会は双鶴同窓会という。

第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校におく。

会員多数在住の地には支部を設けること

ができる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親睦を

図ると共に母校の発展を援助することを

目的とする。

第 4条 本会は次の会員および客員を以て組織す

る。

1会 員 (イ )舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等

女学校事業生

(口 )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒

業生

(ハ )西舞鶴高等学校卒業生

(二 )以上の学校に在学したもの入会

を希望する者

2客 員 1項 に該当する学校の旧職員および

現職員

第 5条 本会の目標達成のため委員会をおくこと

ができる。委員長には副会長の一人を充
てる。

第 6条 委員会および支部の会則は別に之を定

める。

第 7条 本会に次ぎの役員をおく。

1会 長 会員の中から総会で選出する。
2副会長 理事の中より若千名をこれに

充てる。

3理事長・副理事長 理事の中より各 1

名会長が委嘱する。
4庶務理事 。会計理事 学校より推薦さ

た若千名を会長が委嘱する。

5理 事 評議員の中より適当数会長が

委嘱する。

6評議員 各学年において互選により適

当数を選出する。
7監 査 評議員の中から2名選出する。

第 8条 役員の任務は次の通りとする。
1会長は本会を代表し会務を総理する。
2副会長は会長を補佐し、会長事故ある

ときはこれに代わる。
3理事長は会務全般を処理する。副理事

長は理事長を補佐し理事長事故あると

きはこれに代わる。

4庶務理事は庶務を処理し、会計理事は

会計を処理する。

5理事は理事会において総会附議事項を

審議する。

6評議員は評議員会で必要事項を審議す
る。

7監査は会計を監査する。

第 9条 役員の任期は2ケ 年とする。

第10条  本会に顧間若千名、参与若干名を置くこ

とができる。

顧間に西舞鶴高等学校長その他適当な学

校関係者を会長が委嘱する。

参与に元会長を会長が委嘱する。

第11条  本会の経費は会費およびその他収入をも

ってこれに充てる。

第12条  本会の入会に際して会費4,OIXl円 を納める。

第13条 本会は第 3条の目的を達成するため次の

事業を行う。
1会員名簿および会報の発行
2会員の慶弔および慰問

3その他必要な事業

第14条 本会は毎年 1回総会を開く。総会案内は

西高30周年以降の理事、監事、評議員と

する。

第15条 会員は転居等の変動を遅滞なく本部に報

告するものとする。

第16条 本会会則の変更は総会の決議による。

付則 ①改定 :第 14条末尾の「部会は毎年 1回

これを開く。」を削除する (平成21年 6月 13日 )

②改定 :第5条、第6条、第7条、第14条、

第15条を改定する。 (平成24年 6月 9日 )

「まいづる」で就職しようH

夏の就職フェア

Effi:+F125+8n 9at$l
13:00～ 16:00

場所:舞鶴市商工観光センター 5階

あなたの力が、舞鶴の元気になる
舞鶴市周辺の地元企業約50社が参加予定。

地元でお仕事をお探しの方、みなさんが対象です。
(来春卒業予定の方、既卒の方、中途採用希望の方)

※Uタ ーン相談等、舞鶴での仕事探しに関する相談コーナーも開設

◆お問い合わせ

舞鶴市役所 産業振興・雇用対策課 TEL(0773)66-1021

最新情報は舞鶴市ホームページをチェック |!

httpゾ /www.city.maizuru.kyoto.ip/

http: / / www.soukaku.co m/

★
記
念
誌

。
写
真
な
ど
双

鶴
会
館
の
資
料
整
備
に

御
協
力
下
さ
い
。

★
同
期
会
開
催
の
と
き
校

章
旗

・
同
窓
会
報
の
必

要
部
数
を
お
申
し
出
下

さ
い
。

編

集

後
詔

３０
年
ぶ
り
に
多
数
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
参
集

し
た
大
同
窓
会
、
は
や
、
１
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
と
久
し
い
仲
間
も
多
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ク
を

埋
め
る
の
に
多
く
の
時
間
は
必
要
な
く
、
積

も
る
話
に
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
流
れ
て

い
き
ま
し
た
。
こ
の
同
窓
会
に
よ
り
、
改
め

て
、
ま
た
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
で
き
た
良

い
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

双
鶴
同
窓
会
報
３７
号
の
発
行
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
会
長
様
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

諸
先
輩
の
皆
様
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
、
ご
担
当
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。最

後
に
、
母
校
並
び
に
双
鶴
同
窓
会
の
ご

発
展
と
皆
様
の
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。編

集
委
員

（昭
和
五
十
六
年
卒
業
）

未林
　
宏
昭
　
田
中
　
昭
　
柴
田
和
憲

左
織
美
紀
恵
　
山
下
美
晴

双鶴同窓会のホームベージ


